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戦争法案反対！平和赤Ｔシャツ
あか

平和は福祉の前提！戦争法案反対！を全身で
示すのにピッタリの赤いＴシャツを緊急に作
成いたしました。
背中に力強い「平和」の文字。前は神門やす子
さんのイラスト入りです。
サイズは jrＬ・S・M・Ｌ・XL の５種類。繰り
返しの洗濯もへっちゃらな頑丈さです。毎日
ガンガン着て、アピールしましょう！
ご注文お待ちしています＼(*^_^*) ／

Bａck

価格：1枚756円（本体700円＋税）※送料別
お申込みをいただきましたら、当方より送料を含めた請求書をお送りいたします。
振込先⇨郵便振替　00990－0－62868
　　　　＜加入者名＞総合社会福祉研究所
※お振り込みの際、通信欄に団体・氏名と「平和Ｔシャツ代金」と明記してください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

           申込・お問い合わせ●総合社会福祉研究所
TEL06-6779-4894　FAX06-6779-4895　mail@sosyaken.jp



社会保障･社会福祉の原理･原則がここにある！

真田是著作集[全５巻]
全５巻セット　普及価格14,914円（税・送料込）

第 1巻　社会問題論　
第 2巻　社会保障論　　
第 3巻　社会福祉論
第 4巻　Ⅰ 地域福祉と社会福祉協議会
　　　　Ⅱ 民間社会福祉論
第 5巻　Ⅰ 福祉労働論　Ⅱ 社会福祉運動論
　　　　Ⅲ 部落問題論
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3
3
2
3
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（
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・
送
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込
）

発行●福祉のひろば　（書店ではご購入いただけません）
インターネットで「福祉のひろばオンライン」➡「書籍」を検索してください。
お支払いは便利なカード決済で。

▲

お問合せ先　TEL･FAX06-6779-4955

五感で感じ、学び、つなげる
──社会福祉施設ではたらく７人がであったハンセン病問題

本体500円（税・送料別）

オンラインでもご注文いただけます！➡http://www.sosyaken.jp/ hiroba/

発行・注文先●
(有)福祉のひろば

〒543-0055　大阪市天王寺区悲田院町8-12
TEL・FAX 06-6779-4955
E-mail: hiroba@ sosyaken.jp

　社会福祉現場ではたらく７人が、岡山県にあるハン
セン病国立療養所、邑久光明園と長島愛生園を訪問し、
入所者さん、療養所ではたらくソーシャルワーカーさ
ん、そして療養所を退所して地域生活をされている方
に、お話をうかがいました。
　「ハンセン病」をほとんど知らなかった参加者が、見
て、聞いて、学び、感じたことを、一緒に追体験できる内
容になっています。

日時：2015年8月29日（土）10時30分～
場所：立正大学熊谷キャンパス　アカデミックキューブ
内容＊2014 年度事業報告・決算、研究報告（社会福祉事業所の中での

若手就労問題調査）、４名の方から報告「今、求められる研究活
動とは、研究所に期待することとは」

※その後同会場にて、第21回社会福祉研究交流集会を開催します。
※会員のつどい・集会に関するお問い合せは下記までお願いします。

総合社会福祉研究所 TEL06-6779-4894　
FAX06-6779-4895

http://www.sosyaken.jp/　
E-mail:mail@sosyaken.jp



女
おんな

をなめるな！
　
──怒りと退場の レッド・

　アクション を全国から



　国際婦人年にあたる1975年、アイスランドで女性たちが地位の向上を訴え立ち上がり、５
年後に初の女性大統領を誕生させる大きな運動となりました。その際、運動の象徴として女性
たちがレッド・ストッキングを身につけていたことから、「レッド・ストッキング」運動と呼
ばれています。６月20日（土）、この運動を模した「女の平和──国会ヒューマンチェーン」
がおこなわれ、1万5000人が国会を囲みました。



　「第二次世界大戦のとき、女性に選挙権はなく、女性の国会議員はいなかった。男だけで戦
争を決めた。戦前になかった女性の力で戦争をとめる」、「わが子の笑顔、未来をただただ守り
たいだけ、それだけなんです」、「正しい戦争なんてない」、「戦争以外の解決方法がいくらでも
ある」と訴えます。全国にひろがるレッド・アクションをうけ、「福祉のひろば」でも「平和
──戦争法案反対！」赤Ｔシャツをつくりました！



　国会前では連日のように戦争法案反対集会がおこなわれ、安倍政権にレッドカードをつきつ
ける声は、全国にひろがっています。若者も、「だまったままでは殺される」「言うことを聞か
せる番だ、オレたちが！」と声をあげています。
　安倍政権は今国会で法案を成立させてしまおうと、９月までの国会の延長を決めました。し
かしその延長は、戦争をゆるさない運動をさらに広げ、大きくし、廃案にする大きな可能性も、
同時に秘めているのだと思います。� （写真・文　申佳弥）



【ひろばトーク】
福島の生活から見えてくる平和のあり方	 本田　歩	 6

●特集●　女性と平和──過去に向き合わない政権は、国民の現実も見ない──
【座談会】岩崎敏子・岸本由起子・小川美農里	 	 10
ハナコとタロウが考える安保法制（安全保障関連法案）と福祉	 	 22

●サブ特集●　戦時下における強制労働
あぶり出したい〝帝国の虚構〟
　──三菱金属細倉鉱山の戦時強制労働の実態	 高見　恒憲	 30
戦時体制下に起こった　名雨線工事・雨竜ダム工事の強制労働を
「朱鞠内・笹の墓標展示館」の資料より視る	 編集主幹	 36

●トピックス● 	
日本の大手介護事業者動向
　──利用者を消費者に、そして中国進出	 編集主幹	 42
第21回社会福祉研究交流集会in埼玉	 	 48
早川一光さん・繁澤多美さんをたずねました	 	 53

●連載●
フォーラム
　入院できるベッドがなくなる？	 相野谷安孝	 56
相談室の窓から　
　Ｓ子ちゃんの心の奥にあるもの（その３）	 青木　道忠	 58
ソーシャルワークの原点と息吹を感じて
　思い通りにいきません！	 伊藤　文人	 60
育つ風景　抱っこしてほしい子どもと出会い直す	 清水　玲子	 62
「助けて！」って言ってもええねんで！
　子どもの貧困の当事者が立ちあがった「あすのば」	 徳丸ゆき子	 64
全盲夫婦の出会いから　二人三脚のあゆみ　
　子どもの頃の思い出　絹枝（４）	 千田勝夫・絹枝	 66
映画案内　『レント』	 吉村　英夫	 68	
現代の貧困を訪ねて
　生活保護の家賃支給が引き下げられる	 生田　武志	 70
なにわ銭湯見聞録（28）
　ラッキー的銭湯体験記・その三	 ラッキー植松	 72
いただきます！	 高槻温心寮	 74
　食べたい！　をかなえるアレンジレシピ　豚こま酢豚
ホームレスから日本を見れば	 ありむら潜	 76
花咲け！男やもめ	 川口モトコ	 77

みんなのポスト　54／福祉の動き　78／今月の本棚　81
●グラビア●　�女をなめるな！──怒りと退場のレッド・アク

ションを全国から

●カット●
　川本　浩

福祉のひろば

2015年8月号

●表紙の絵●
 神門やす子



福祉のひろば　2015－08 6

福島の生活から
見えてくる平和のあり方
　

第17代高校生平和大使　本
ほんだ

田　歩
あゆみ

さん 

「
あ
な
た
の
福
島
で
の
生
活
は
辛
く
苦
し
い
こ
と
ば
か
り
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
あ
な
た
は
核
の
被
害
者

と
し
て
、
核
廃
絶
の
実
現
を
す
る
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
」

こ
れ
は
、
福
島
で
の
経
験
を
韓
国
の
学
生
に
伝
え
に
行
っ
た
と
き
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
世
界
ヒ
バ
ク
シ
ャ
展
」

の
代
表
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
私
は
自
分
と
い
う
小
さ
く
と
も
大
き
な
役
割
を
も

つ
存
在
に
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
こ
の
言
葉
を
信
じ
て
、
第
一
七
代
高
校
生
平
和
大
使
に
な
り

ま
し
た
。
高
校
生
平
和
大
使
と
し
て
、
広
島
・
長
崎
の
被
爆
者
と
も
つ
な
が
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
広
島

の
被
爆
者
の
講
演
会
を
学
校
で
企
画
し
た
り
、
国
内
・
国
外
を
問
わ
ず
、
積
極
的
に
「
福
島
で
な
に
が
起
き
て

い
る
の
か
」
を
伝
え
る
活
動
も
行
っ
て
き
た
り
し
ま
し
た
。

「
人
間
の
尊
厳
が
奪
わ
れ
て
い
る
場
所
は
人
間
の
戦
場
で
あ
る
」。
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
広
河
隆
一
さ

ん
の
言
葉
で
す
。
こ
の
意
味
で
は
、
福
島
は
人
間
の
戦
場
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
そ

れ
を
端
的
に
示
す
話
を
紹
介
し
ま
す
。
私
の
母
親
が
、
福
島
県
産
の
食
べ
物
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
給
食
の
安

全
性
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
き
、
妹
に
お
弁
当
を
も
た
せ
ま
し
た
。
す
る
と
、
妹
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
み
な
ら
ず

先
生
ま
で
も
が
そ
の
行
い
に
つ
い
て
非
難
を
し
た
そ
う
で
す
。「
ど
う
し
て
給
食
を
食
べ
な
い
の
？　

あ
な
た

み
た
い
な
人
が
風
評
被
害
を
広
げ
て
い
る
」
と
。
私
の
知
り
合
い
の
中
に
は
、
給
食
を
食
べ
な
か
っ
た
た
め
に

ク
ラ
ス
で
い
じ
め
に
あ
っ
た
人
も
い
ま
す
。

私
が
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
福
島
の
食
べ
物
が
安
全
か
、
否
か
、
給
食
を
食
べ
な
い
の
は
適
切
か
そ
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ほんだ　あゆみ
福島工業高等専門学校の４年生。第17代高校生平和大使を務める。
中学２年のときに東日本大震災を経験。以来、国内・国外（韓国、
スイス、アメリカなど）問わず自分の思いを発信している。福岡
県筑前町主催の「平和のメッセージコンテスト2014」では最優秀
賞を受賞した。

う
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
福
島
で
は
「
給
食
を
食
べ
な
い
」
と
い
う
そ
れ
だ
け
の
選
択

す
ら
た
い
へ
ん
な
困
難
が
と
も
な
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
震
災
前
も
、
人
々
が
健
康
に
ど
れ
だ
け
気
を
使
う
か

は
言
う
ま
で
も
な
く
個
人
差
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
一
般
に
流
通
し
て
い
る
野
菜
に
関
し
て
も
、
あ
え
て
有
機

野
菜
を
選
ぶ
人
も
い
る
と
い
う
よ
う
に
。
健
康
に
関
し
て
ど
の
ぐ
ら
い
気
を
配
る
か
は
、
私
た
ち
の
自
由
で
あ

る
と
い
う
の
に
、
そ
の
自
由
が
福
島
で
は
保
障
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
雰
囲
気
の
中

で
、
福
島
と
原
発
の
こ
と
・
放
射
能
の
こ
と
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
と
さ
れ
、
人
々
は
あ
え
て
こ
の
問
題
か
ら

目
を
そ
ら
し
て
生
活
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
震
災
の
風
化
は
間
違
い
な
く
県
内
で
も
起
こ
っ
て
い
る
の
で

す
。私

は
、
こ
の
よ
う
な
福
島
で
起
き
て
い
る
問
題
を
み
な
さ
ん
自
身
の
問
題
に
し
て
い
た
だ
く
べ
く
、「
ぜ
ひ
、

自
分
の
意
見
と
は
異
な
る
意
見
を
も
つ
隣
人
を
尊
重
し
、
認
め
合
い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
お
願
い
を
各
地
で
し

て
い
ま
す
。
と
く
に
、
大
多
数
が
Ａ
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
Ｂ
を
唱
え
る
少
数
派
が
い
た
際
、
私
た

ち
は
彼
ら
を
排
除
し
た
り
、
意
見
が
言
え
な
い
よ
う
に
抑
圧
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん

な
社
会
は
、
効
率
的
で
、
物
事
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
本
質
的
に
は
冷
た
く
、
生
き
づ
ら

い
と
思
い
ま
す
。
福
島
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
は
、
福
島
の
問
題
を
平
和
と

い
う
観
点
か
ら
見
つ
め
て
、
今
後
も
発
信
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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今
特
集
は
、
大
多
数
の
憲
法
学
者
が
違
憲
と
判
断
す
る
法
案
を
議
席
の
数
で
強
行
し
よ
う
と
す
る
情
勢
下
で
、
平
和
を
守
り
、
願
い
、

そ
し
て
抗こ

う

す
る
女
性
を
と
り
あ
げ
ま
す
。
サ
ブ
特
集
は
、
戦
時
体
制
下
の
強
制
労
働
、
強
制
連
行
問
題
で
す
。

森
村
誠
一
氏
の
小
説
『
笹さ

さ

の
墓ぼ

ひ
ょ
う標

』
は
、
朝
鮮
か
ら
の
強
制
連
行
・
強
制
労
働
の
人
々
と
国
内
の
強
制
連
行
の
人
々
が
、
北
海
道
の

ダ
ム
工
事
現
場
で
働
か
さ
れ
、
そ
の
中
に
奇
跡
的
に
逃
れ
、
生
き
残
っ
た
朝
鮮
か
ら
の
強
制
労
働
者
の
姿
が
題
材
に
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
四
二
年
、
朝
鮮
人
内
地
移
住
要
綱
に
も
と
づ
き
、
一
九
四
五
年
の
終
戦
ま
で
に
日
本
へ
強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
の
人
々
は
八
〇

万
人
と
さ
れ
、
二
〇
％
以
上
が
北
海
道
の
開
拓
工
事
現
場
に
送
ら
れ
、
過
酷
な
労
働
環
境
で
強
制
労
働
に
従
事
し
、
病
に
倒
れ
て
も
満

足
な
医
療
も
受
け
ず
、死
者
は
山
中
に
埋
葬
さ
れ
た
ま
ま
ろ
く
な
供
養
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
か
ら
逃
れ
た
労
働
者
が「
戦

争
は
戦
闘
員
を
殺
傷
す
る
だ
け
で
な
く
、
民
間
人
の
生
命
、
家
族
、
友
人
、
仕
事
、
地
位
、
財
産
、
可
能
性
な
ど
を
奪
い
、
国
土
を
荒

ら
し
、
人
間
の
精
神
を
荒
廃
さ
せ
、
遺
族
に
長
い
悲
嘆
を
残
し
ま
す
。
人
類
の
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
の
中
で
、
戦
争
ほ
ど
悪
質
で
、
規
模
が

大
き
く
、
時
間
と
場
所
に
長
く
広
い
影
響
を
与
え
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
戦
争
は
彼ひ

が我
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
犯
罪
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勝
者
が
必
ず
正
義
に
な
り
ま
す
。
加
害
者
が
勝
利
し
た
時
は
加
害
者
が
正
義
に
な
る
の
で
す
。
そ
ん
な
犯
罪
は
ほ

女
性
と
平
和
─
─
過
去
に
向
き
合
わ
な
い
政
権
は
、国
民
の
現
実
も
見
な
い
─
─

特集


